
今年も図書館をよろしくお願いいたします。 

2024 年は元旦に能登半島地震が、1 月 2 日には羽田空港で飛行機事故があり、大変な幕開

けとなりました。被害にあわれた方々に、心よりお見舞い申し上げます。 

今年の図書館は、市民との交流に関わる企画や、学生さんがより気軽に利用できる図書館を目

指し、一層努力していきます。今年もよろしくお願いいたします。 図書館長 原 修一 

 

特集 災害に備える（2） 
昨年 2 月発行のニューズレター第 8 号で、

「災害に備える」と題して、3 冊の蔵書を紹介

させていただきました。今回は2回目として、

昨年や今年初めの能登半島地震などの災害を

振り返り、災害と医療・介護に関連した蔵書 5

冊の紹介をさせていただきます。災害への備え

に役立つ事と思います。是非ご覧下さい。 

 

・これだけ！DMAT 丸わかり超ガイド 

阿南英明 編著 中外医学社 2021 年 

DMAT (Disaster Medical 

Assistance Team)は、災

害発生時に出動準備をし、

都道府県の要請により迅速

に被災地域に派遣される医

療チームのことです。チー

ムは、医師、看護師、薬剤師

や臨床工学技士などの業務

調整員から構成され、能登半島地震でも、災害

医療の前線で活躍しています。本書は、DMAT

の災害対応に関する基本理念から、最も大切で

ある災害や医療の必要性に関わる情報収集と，

情報の共有方法の実際、救護に必要な組織の運

営やツール、被支援者・支援者のメンタルヘル

スについて、病院が使用不能になった際の入院

患者の避難に関わることなど、DMAT の知識

や技術を、事例を交えながら知る事ができる一

冊です。 

・災害精神医学ハンドブック 

ロバート・J・ウルサノ、他（編）重村 淳（監

訳） 誠信書房 2022 年 

災害や戦争、テロリズム、

感染症、原子力災害に遭っ

た個人やコミュニティにお

けるメンタルヘルスへの介

入が重要視されています。

本書は、災害等によって起

こる心的外傷後ストレス障

害（PTSD)等の精神疾患の

診断基準と心理的介入、災害関連の内科的・外

科的ケアにおける精神的な側面について、睡眠

不足やアルコール摂取過剰等の健康リスク、家

族が死別した後の精神的な反応に対するケア

などの内容が網羅されています。 

 

・高齢者を身近な危険から守る本 

森 透匡、他 監修 池田書店 2021 年 

本書は、災害も含む、高

齢者の周りに潜む危機（特

殊詐欺、ヒートショック、

転倒など）を事例で示し、

その対策を示しています。 

例えば地震が寝ている

ときに起きたら、枕や布団

で頭部や身体を守ること、

地震が収まっても急に立ち上がるとふらつく
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＜1 月の休館日＞ 

1 月 5 日(金)より開館します。 

休館日は、1 月 6、7、8（成人の日）、13、

14、20、21、27、28 日です。 

ので、ゆっくりと立ち上がること、地震への備

えとして、家具や家電を固定した部屋を寝室と

すること、などです。特殊詐欺や緊急時の番号

等が書かれた、切り離して使える張り紙もつい

ています。普段からの防犯・防災に心がけるた

めにも、是非お薦めしたい一冊です。 

 

・チェックリストと事例でわかる！介護施設

の災害・感染症対応 

早坂聡久（編集代表） ぎょうせい 2021 年 

介護施設は、高齢者の

健康・身体・生命を守り、

安心して生活できる責務

を担っています。そして、

2021 年より全ての介護

サービス提供事業者は、

業務継続計画（BCP）の策

定や、研修の実施、シミュ

レーション訓練の実施が義務づけられていま

す。BCPとは、自然災害や感染症等の不測の事

態でも重要な業務を中断させないこと、中断し

ても早期の復旧をさせるための方針・実施体制、

手順を示した計画です。本書は、東日本大震災

や熊本地震、新型コロナウイルス感染症等の被

災・感染症の蔓延に関する経験も記載されてお

り、災害や感染症のリスクを抱えながらどのよ

うに施設を運営していくか、実地で使えるBCP

をいかに策定していくか、などが書かれていま

す。また、前述の DMAT と協力しながら災害

現場で活躍する災害派遣福祉チーム（DWAT・

DCAT）に関する記載もあります。 

本書は、将来介護・福祉領域に進みたい学生

さんから、実際に介護・福祉施設の経営に関わ

っている方々、災害派遣福祉チームに興味があ

る方々などにお薦めします。 

 

・医療現場の外国人対応 英語だけじゃない

「やさしい日本語」 

 武田裕子、他 著 南山堂 2021 年  

 能登半島地震においては、旅行中の外国人も、

災害があった地域に取り残されるなどの被害

に遭っており、避難指示など非常時のコミュニ

ケーションが課題になっ

ています。また、在住外国

人の日常生活での悩みは、

言葉が通じないことによ

り、診療に行けないこと

が上位に来るそうです。

皆さんの中にも、英語は

話せるが他の国の言葉は

話せない、または英語自

体が苦手で、外国人とのコミュニケーションを

敬遠する方がいるかと思います。本書は、医療

の中でやさしい日本語を使い、心の壁、コミュ

ニケーションの壁を低くしたいという願いを

込めて作成されました。 

 例えば、伝わらなかった際に、言葉の言い換

えを試みることや、実物や写真、スマートフォ

ンやタブレット、翻訳ソフトを用いながら伝え

ること、尊敬語や謙譲語を使わずに丁寧語（〜

します）を用いた方が上手く伝わることなど、

外国人とのコミュニケーションの工夫が書か

れています。これらの会話の技術は、外国人だ

けでなく、日本人高齢者とのコミュニケーショ

ンにも用いることができる技術でもあると思

います。是非ご覧下さい。 

 

＜図書館からのお知らせ＞ 

・現在図書館内で、1 月 17日の「防災とボラ

ンティアの日」及び「防災とボランティア週間」

の特集として、関連図書の展示を行っています。

是非ご覧下さい。興味のある展示図書は、貸出

可能です。 

・国家試験が近づいています。過去問題を解き、

その解答の根拠を蔵書で調べることや、見直し

用のノートづくりなど、国家試験対策に、是非

静かな図書館をご利用下さい。 


